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平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    財団法人財団法人財団法人財団法人こころすこやかこころすこやかこころすこやかこころすこやか財団財団財団財団    事業計画書事業計画書事業計画書事業計画書    

 

１ 事業方針 

・精神障害や障害者および高齢者を対象とし、社会生活支援を行う。 

・医療・福祉関係者のみにとどまらず、地域住民に対し、研修会・交流会を行い 

偏見除去活動を行う。 

 

２ 事業内容 

（１）障害者支援 

ア 青明舎運営（詳細別紙） 

・ 相談支援事業、地域活動支援センター事業、八戸市、三沢市、五戸町、南部町、階上町、

田子町、おいらせ町、新郷村と委託契約。精神障害に限らず障害全般（虐待、障害児、多

問題ケースなど）への相談対応。 

・ 住居の確保や入居に関する連絡調整。 

・ 成年後見制度利用についての助言・指導。 

イ グループホーム運営（詳細別紙） 

・ サービス提供の充実を図るため、サービス管理責任者を配置し細やかなサービスを提供。 

・ 病状悪化を防ぐための情報共有、各機関との連携。 

（２）高齢者支援 

ア 相談支援事業 

・ 高齢者の相談と家族相談の実施。 

月 行動計画 達成基準 

4 月 

～3 月 

・高齢者の相談と家族相談の実施。 ・高齢者本人、家族との信頼

関係を築く。 

 

イ 地域ネットワーク構築 

・ 平成 20 年度に構築してきた田面木地区のネットワークを踏襲しながら、よりそれらを固

めていく作業を行う。さらに他地区でのネットワークの立ち上げ協力、組織化への支援を

行い、より一層支援の行き渡りやすい環境の整備。 

・ 田面木まごころネットワーク（認知症徘徊 SOS ネットワーク）模擬訓練の実施。 

月 行動計画 達成基準 

6 月 ・擬訓練準備会立ち上げ ・田面木まごころﾈｯﾄﾜｰｸ模擬

訓練実施にあたり町内会長、

民生委員との連携をとり、訓

練実行委員設置の話し合いの

場を設ける。 
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7 月 

 ～9月 

・関係者会議の実施 ・実行委員を主体とした模擬

訓練の計画作成補助。会議実

施の機会を設ける。 

10 月 ・田面木まごころﾈｯﾄﾜｰｸ模擬訓練実施 ・模擬訓練の記録をとる。 

・反省会を実施。 

11 月 ・関係者会議の実施 ・報告書の発表。 

・次年度開催へ向けて地域の

意欲向上を図る。 

12 月 

～3月 

・記録資料のまとめ ・資料と合わせて報告書の作

成。 

ウ 事業所と連動した、いきいき健康づくり活動 

・ 介護事業所や在宅介護支援センターと連動した「いきいき健康づくり活動」を実施。 

月 行動計画 達成基準 

4 月 

～3 月 

・在宅介護支援センターと連動し、介

護予防教室での「いきいき健康づくり

活動」の実施 

・年間 5 回程度の開催、実施 

 

エ 物忘れ検診機器貸し出し 

・ タッチパネル式の物忘れ検診機械を市町村等へ貸し出すことで、検診事業を実施し、物忘

れ検診をより普及して、認知症予備軍の方々を見つけ出し、適切な予防活動と介護予防教

室に繋げて行く。 

オ 認知症事例検討会 

・ 地域で認知症に携わっている専門職、ボランティアの方々と合同で、事例検討、ケースの

相談を行う。また、検討会の準備、場の提供、報告書作成など事務局的な役割を担い、検

討会を運営。 

 

月 行動計画 達成基準 

6 月 ・事例検討会の実施 

9 月 ・事例検討会の実施 

12 月 ・事例検討会の実施 

1 月 

～3 月 

・事例集の作成 

・事例集の作成 
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（３）啓発、育成活動 

ア 医療福祉に関する専門職及び地域への研修会の実施 

・ 年 2 回 障害領域・高齢領域に関するテーマで講演会、研修会を実施。 

月 行動計画 達成基準 

8 月 ・「成年後見の実務について（仮）」 ・研修会の実施 

2 月 ・テーマ未定 ・研修会の実施 

・ 認知症サポーターの養成、企業・学校・地域住民に対し、養成講座の実施。 

月 行動計画 達成基準 

4 月 

～3 月 

・田面木地区を中心に在介と連携して

実施。依頼のあったものに対して養成

講座を実施する。 

（上田面木町内・ウルスラ高等学院で

予定） 

・八戸市地域包括支援センタ

ーへ報告書を提出。 

・田面木まごころﾈｯﾄﾜｰｸ模擬

訓練への参加者増加。 

・ 障害者・高齢者についての基本的知識を啓発するための講師派遣。 

（４）研究活動 

ア 物忘れ検診の結果集計と分析 

・ 「物忘れ検診」で出た結果の集計と分析。 

イ 認知症早期発見、予防への取り組みのヒントをさぐる 

・ 集計、分析結果から早期発見、予防への取り組みについて多職種で検討。 

（５）権利擁護事業 

ア 人後見事業の創設と運営に関わる人材育成 

・ 法人での成年後見を行うため、事業の創設・検討と担当者を育成。 

（６）障害者自立支援法での運営検討 

ア 精神障害者福祉ホーム B 型青風荘のケアホームへの移行準備 

・ 自立支援法での新体系施設への移行を検討しながら、青仁会からこころすこやか財団に事

業を移すということを想定し、具体的に検討。 

 


